
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和３年度学校評価 結果

５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実
践

●学力向上対策評価シートに示し
たマイプランの成果指標を達成し
た教師80％以上

・マイプランについて、年間に２回
振り返りを行い、自身の取り組み
への意識の継続化を図る。

Ａ

・ 学力向上対策評価シートのマイプランの成果指標の達成に向けて努
力していると答えた教職員が１００％だった。「１２月調査で県平均を上回
る」という成果指標においても全学年（４～６年）において達成できた。

Ａ

・ほぼ全ての教科、学年でR1R2に比べ学力が上がった結果になっているの
は、先生方がしっかりと結果をご理解され、改善に取り組まれた結果だと思
います。成果指数の１００％も素晴らしいとお思います。

〇主体的な学びにつながる学習
過程の工夫
（算数科における導入や見通しの
工夫と、終末の適応問題の取り扱
い）

○算数科の授業で学習過程の工
夫により、基礎的基本的な内容の
確実な習得に結び付けたと回答し
た教師80％以上

・校内研究で、学習過程の工夫
（導入や見通しなど）を視点にした
授業づくりについて、研究を深め
る。 Ａ

・算数科の授業で、学習過程の工夫により基礎的基本的な内容の確実
な習得に結び付けたと回答した教師９３％で達成できた。
・自力解決につながる見通しの与え方の工夫や、授業のUD化を行うこと
が、児童の主体的に学び、理解の定着につながったと考える。 Ａ

・中間評価で知識技能だけでなく、思考力の向上を目指されてこられた結果
が、主体的な学び、また理解の定着に繋がったんだと思います。今後とも、
思考力の向上に対する取り組みをお願いします。

〇語彙力・表現力の育成 ○学習状況調査等の記述式の問
題で、無回答率が県平均よりも下
回る。
○本の目標貸出冊数を達成した
児童８０％以上

・児童の読書意欲を高める働きか
けを行う。

Ａ

・１２月に実施した４～６学年対象の佐賀県学習状況調査では、記述式
の問題で、全ての学年で正答率が県平均を上回っていた。記述式の問
題の無回答率は、５年生は県平均より２％上回っていたが、4年生の無
回答率が０％、6年生の無回答率が０．６％と県平均を大きく下回ってい
た。
・「児童の読書意欲を高める働きかけや工夫を行っている」と答えた教員
が９３％と意欲的に読書指導を行っている。年間の目標冊数を達成した
児童は８６％と、児童は意欲的に図書室を利用し読書を行っている。ま
た、図書だよりやファミリー読書などを利用し、家庭でも読書に親しむよう
啓発活動を行った。

Ａ

・４月の学力調査に比べ、１２月は結果が上がったことは先生方の改善の取
り組みの結果だと思います。その取り組みを今後も継続して頂きたい。ま
た、読書の目標冊数も、大幅に増えた結果にになっていることは、素晴らし
いと思います。先生方の意欲的な指導に感謝します。

●児童が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、
倫理観や正義感、感動する心な
ど、豊かな心を身に付ける教育活
動

○道徳に関するアンケートにおい
て、肯定的な回答をした児童８０％
以上
○年間を通して、ボランティア活動
へ参加したと答えた児童が80％以
上。

・道徳に関するアンケート（挨拶、
言葉遣い、縦割活動、無言掃除）
を実施する。
・ふれあい道徳教育を年１回以上
行う。
・保護者や地域の方と連携した体
験活動を行う。

Ａ

・道徳の学習時間に、考え議論できるような発問を工夫することによっ
て、児童の道徳性を育てるようにした。また、授業参観で道徳の授業を各
学級１回以上行い、保護者にも心の教育の啓発を行った。道徳に関する
アンケートにおいて、約９０％の児童が肯定的な回答をしている。
・感染症の影響で、地域でのボランティア活動の機会が少なくなっている
が、学校内で朝掃除や草取りのボランティアに進んで取り組む児童が多
かった。また、ボランティアパスポートが、地域の清掃活動への参加や、
ペットボトルキャップ集めへの意欲付けになった。アンケートによると、進
んでボランティア活動を行っているという児童は85％以上であった。

Ａ

・道徳は、一番大事な授業だと思います。現在社会においても、SDGｓやボ
ランテイアなど、年々重要視されています。また、個々の個性も非常に重要
視されてきています。だからこそ、道徳性が非常に求められます。
　コロナ禍の中実施して頂き、子ども達の道徳性の向上に引き続き邁進して
頂ければと思います。

●いじめの早期発見、早期対応体
制の充実

○いじめ防止等について、組織的
対応ができていると回答した教師
８0％以上

・いじめの覚知・認知に対する対応
マニュアルの作成・見直しを行う。
・いじめの対応についての研修会
を年間に２回以上行う。
・心のアンケートを毎月実施する。

Ａ

・いじめ覚知・認知の事案に対する継続的な指導をし，実態把握をした。
・いじめ防止等について，継続的対応ができている・だいたいできている
と解答した教員100％。
・心のアンケートを毎月実施し，支援を要する児童には話を聞くとともに，
保護者との連携を図った。

Ａ

・日頃より事案に対する早期発見・早急な対応をされていることに、感心と感
謝をしております。また、継続的に対応をされていることが児童・保護者の安
心に繋がると思いますので、引き続き宜しくお願いします。

◎自己肯定感・自己有用感の育
成

◎自己肯定感・自己有用感を尋ね
るアンケートにおいて、肯定的な回
答をした児童８0％以上

・支持的風土の学校・学級つくりに
努め、日頃から、自分や友達のよ
いところを見つけほめる白鳥運動
（各教職員週に１～２名）を推進す
る。

Ａ

・ 自分のことがすきと答えた児童が８５％、学校で褒められたことを家庭
で話していると答えた児童が８５％と中間評価から更に増加して達成でき
た。今後も「白鳥運動」や各学級での「いいとこ見付け」を継続し、自己肯
定感・有用感を向上させていきたい。 Ａ

・以前より行われてきた「ほめほめ活動」が「白鳥運動」として継続されてい
ることを嬉しく思います。千代田中部小学校の学校風土として、今後もより定
着させて頂きますよう宜しくお願いします。

●心の教育

最終評価 学校関係者評価

学校名 神埼市立千代田中部小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

１　前年度

　　評価結果の概要

・学校目標の達成に向けて、全教職員が、校務分掌や成果指標を明確に見定めて、業務に取り組むことができたので、ほとんどがA評価だった。

・前年度からの課題であった「睡眠時間の確保」については、目標の９０％を達成することができなかった。

・「時間外勤務時間」の上限については、中間評価に比べて、守れた教職員が３％増えた。教職員の「業務効率化の推進」「時間外勤務時間の削減」への意識の高まりがみられる。

・賞賛活動については、保護者・児童・地域住民に、好評であり、継続して欲しいという要望が多い。

２　学校教育目標 「賢く　優しく　逞しく生きる」児童の育成

３　本年度の重点目標

1　自己有用感の育成・承認活動の発展

２  学力向上（・校内研究の充実　・新学習指導要領への対応　・語彙力・表現力の育成　・家庭学習の充実）

３  全職員で全児童を見守る組織作り（ユニバーサルデザイン教育の推進）



様式１（小・中）

●「安全に関する資質・能力の育
成」

●児童の交通事故を０（ゼロ）にす
る。

○安全に気を付けて登下校できた
かを尋ねるアンケートで、肯定的な
回答をした児童８0％以上

○ヘルメット着用率１００％を目指
す。

・学級活動で、児童に安全な登下
校について考えさせる授業を行
う。

・登校班での話し合いを月１回行
い、安全に登下校する意識をもた
せる。

Ａ

・「安全に気を付けて登下校できたか」について、肯定的な回答をした児
童が９８％だった。目標を達成できた。

Ａ

・歩道が広くなってきておりますが、ゆえに狭い歩道での安全意識が低下す
ることも考えられます。以前より横断歩道での歩行者優先は増えてはきたよ
うに感じますが、まだまだ止まってくれない車が多いのが現状です。学年に
よって、安全意識の温度差もあるかと思いますので、引き続き積極的な交通
安全指導をお願いいたします。

○自らの生活習慣を見直し、修正
できる能力の育成

○睡眠時間の確保について尋ね
るアンケートで、肯定的な回答をし
た児童８0％以上

・生活習慣アンケートで、食生活や
睡眠時間の状況について調べる。
・改善が必要な児童については、
個別に対応する。

Ａ

・学校評価アンケートで肯定的な回答を行った児童が８５％だった。
・保健便りや校内放送で呼びかけたり、生活アンケートや食育月間の呼
びかけを行ったりしたことで睡眠時間の確保の重要性について意識させ
ることができた。

Ａ

・食育と睡眠は、子ども達にとって、本当に大切なことです。強豪の某サッ
カーチームは、保護者と共に、徹底した食育の教育をされているとも聞いて
います。現状保護者に対しても、食育・睡眠の重要性を意識させておられま
すので、引き続き意識向上にご尽力お願いします。

●業務効率化の推進と時間外勤
務時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間
外在校等時間の上限を遵守する。

・パソコンによる業務管理の徹底
を管理職自ら行う。

Ａ

・全職員の時間外勤務時間の平均が、上限ラインの４５時間を超える月
が、９月から１２月の４か月間では、一度もなかったが、個別に見ると、全
職員の約８割は守れているが、守れていない職員も数名いる。
しかし、学校評価アンケートによると、「時間外勤務時間の上限４５時間
を守ることに努めている」という質問に対して、「よくあてはまる…４」と答
えた職員は１回目より１８％増えた。職員の中に、時間外勤務時間の縮
減に努めようとする意識が浸透してきている。今後は、職員の健康管理
に努め、１週間に一度の定時退勤日には早く退勤できるように声かけを
行う。

Ａ

・働き方改革の時間制限に対応されている分、持ち帰りの仕事が増えてな
ければよいのですが、ON/OFFの切り替えをされて、身体共にご自愛されて
児童教育に励まれることを祈念しております。

○３部会制の導入による学校運営
への参画

○自らの校務分掌において、学校
目標達成のための働きができたと
回答した教師8０％以上

・自己申告書の自己目標と学校評
価で担当した校務分掌上の目標を
連動させ、日常の業務を遂行す
る。 Ａ

・自らの校務分掌において、学校目標達成のための働きができたかどう
かの質問で、「よくあてはまる…４」と回答した教師は、１回目より１８％増
えた。「大体あてはまる…３」も含めると、９２％だった。２学期も、現在の
取組を継続していく。 Ａ

・学校目標達成の為の働きの評価が非常に高いと思います。引き続き、先
生方の意識の高さで、円滑な学校運営をお願いします。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標

（数値目標）
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○ユニバーサルデザインに
基づく教育環境整備

○ユニバーサルデザインの視点を
取り入れた教室環境整備

○授業のUD化の推進

○ユニバーサルデザインの視点を
取り入れた教室環境整備について
尋ねるアンケートで、肯定的に回
答した教師８０％以上。
○ユニバーサルデザインの視点を
意識して授業づくりを行った教職
員８０％以上。

・特別支援教育に対する意識を高
めるユニバーサルデザイン教育に
ついて、特別支援教育コーデｲ
ネーターを中心に、校内研修会を
年に２回行う。
・特別支援教育について、校内研
修会を年１回以上行う。

Ａ

・ユニバーサルデザインの視点を取り入れた教室環境について肯定的な
回答をした職員は９３％であった。また、ユニバーサルデザインの視点を
意識した授業作りを行ったと回答した職員も９３％であった。校内研究の
視点のひとつとして全職員で取り組み、意識を高めることができた。
・年間を通して、ＵＤの研修会を２回、特別支援教育に関する研修会を３
回、計５回の研修を行った。 Ａ

・ＵＤを意識した環境整備は、非常に難しいかと思いますが、研修会を重ね、
ＵＤ意識の高い授業作りがされている評価の高さに感心しております。
　非常に気遣いも絶えないとは思いますが、今後とも児童一人一人の個性
を大事に、教育の環境作りをお願いいたします。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●健康・体つくり

５　総合評価・

　　次年度への展望

・学校目標の達成に向けて、全教職員が、校務分掌上の成果指標を明確に見定めた上で、組織的・協働的に業務に取り組むことができており、全ての取組でA評価だった。
・前年度からの課題であった「睡眠時間の確保」については、肯定的回答をした児童が８５％で、目標の８０％を達成することができた。
・「時間外勤務時間」の削減については、「時間外勤務時間の上限４５時間を守ることに努めている」という質問に対して、「よくあてはまる…４」と答えた職員が中間評価の時より１８％増えた。職員の中に、時間外勤務時間の縮減に努めようとする
意識が浸透してきている。今後は、個人への働きかけだけでなく、勤務時間の縮減に繋がる業務の見直し・適正化、組織体制の工夫など、学校全体で取り組める内容を更に模索していく。
・昨年度から好評であり、継続してきた賞賛活動については、児童の自己肯定感・自己有用感の育成の効果が徐々に高まってきており、今後も、継続して取り組んでいく。更に、縦割活動、異学年交流など、特別活動に係る取組を工夫することで
も、児童の自己肯定感・自己有用感の育成に努めていく。
・県学習状況調査の結果等を見ると、語彙力・表現力の育成の点が全体的に十分ではないこと、基礎的・基本的な知識技能の習得が十分でない学年が一部あることから、次年度は朝のスキルタイムの時間を十分確保し、書くことや語彙力の向
上、家庭と連携した家庭学習の充実の点に、特に力を入れる。

重点取組
具体的取組

最終評価 学校関係者評価


